
学期 月 予定時数

4 2

5 6

6 8

7 2

18

9 8

10 8

11 6

12 6

28

1 6

2 8

3 4

18

64

・定期考査の得点で学習の理解度を評価する。

・プリントや課題など提出物について、授業の取り組みを評価する。

・1、２学期は学習内容の理解度を７割、授業の取り組みを３割で成績をつける。

・学年末は1、２学期の成績を踏まえて、総合的に４割以上で単位修得を認める。

・第一次世界大戦の原因・経過・結果を学び、この戦争が世
界に与えた影響を考察する。その際、日本の参戦の立場に
着目する。

・独立後のアメリカの発展について考察する。また、世
界各国に与えた影響についても考察する。

・日本と清の関係について理解し、日清戦争開戦前後
の東アジア情勢について理解する。

・日清戦争の流れを踏まえて、日本が大国ロシアとな
ぜ対立し、どのように戦っていったのかを理解する。

単位数

・香辛料を求めてアジア進出を目指した西ヨーロッパ
の国々について理解する。

・ドイツ、スイス、イギリスの宗教改革について理解す
る。

・フランス革命の原因と経過、革命の結果を理解し、こ
の革命が世界に与えた影響について考察する。

１学期授業時数計

・ナポレオンとフランスの行動を学び、ナポレオン戦争
がヨーロッパに与えた影響について理解する。

教科・科目 地理歴史   世界史Ａ

MA:今井  MB:今井  AA:今井  AB:今井  CA:今井教科担任2学年全クラス

大航海時代

宗教改革

イギリス産業革命

フランス革命

都立田無工業高等学校

2

・産業革命による技術革新を学び、その結果世界の一
体化が加速する経過と影響を考察する。

教科書
・

副教材

１．目標
・世界各国の歴史的展開について、日本史とも関連付けながら、基礎的な理解と知識を養う。
・近現代の歴史的事象と現在との結びつきを考える活動を通して、歴史への関心を高め、歴史を学ぶ意義
に気付かせる。

２．学習内容と学習上の留意点

明解　世界史Ａ 　

なし

令和４年度　　年間授業計画

対象学年・組

単　元 指導内容・指導目標

３．評価の観点・方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１
　
学
　
期

・アメリカが独立するまでの流れを、大航海時代の復習をし
ながら理解する。また、日本の開国に与えた影響について
考察する。

年間授業時数合計

・ヨーロッパ各国の統一の流れを理解する。また、統一
時に複雑に結ばれた同盟についても理解する。

２学期授業時数計

ナポレオンの時代

アメリカ独立戦争

イタリア統一、ドイツ統一

第一次世界大戦

アメリカの発展

清、明治維新

日露戦争

２
　
学
　
期

３
学
期

３学期授業時数計


